
 

令和５年度 

名古屋市子ども・若者・子育て家庭 

意識・生活実態調査報告書（概要） 

 

令和 6年 3月 

名 古 屋 市 

 

 

１ 調査目的 

 令和 6年度に策定予定のなごや子どもの権利条例第 20 条の規定による「子どもに関する総合

計画」及び子ども・子育て支援法第 61 条の規定による「市町村子ども・子育て支援事業計画」

策定の基礎資料とするため、子ども・若者・子育て家庭の意識・生活実態・ニーズ等を調査す

る。 

 

２ 調査対象  

名古屋市内に居住する者のうち、次の年齢に該当する者等を住民基本台帳から無作為に抽出

し、調査対象とした。 

①  子育て家庭   

ア）０歳～５歳の子どもの属する世帯（就学前保護者）  １２，０００世帯 

イ）６歳～１７歳の子どもの属する世帯（就学後保護者） １２，０００世帯 

②  子ども １０歳～１７歳の子ども        ８，０００人 

①のイ）のうち、子どもが１０歳以上の世帯について子どもも調査対象とした。 

③ 若者 １８歳～３９歳         １０，０００人 

 

３ 調査方法  

調査票を郵送で配布し、郵送またはオンラインによる回答を対象者が選択。 

 

４ 調査期間  

令和５年７月３日から７月２４日 

 

５ 回収結果 

区分 調査対象数 回収数 回収率（％） 

就学前保護者 12,000 3,596 30.0 

就学後保護者 12,000 3,017 25.1 

子ども 8,000 1,516 19.0 

若者 10,000 1,951 19.5 

合計 42,000 10,080 24.0 
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Ⅰ 子ども調査 

 

■あなた「専用」のものを持っていますか。（複数回答） 

◇ 全体では、「勉強に必要な道具・参考書」が 83.7％で最も多く、次いで「自転車」が

76.7％、「スマートフォン、携帯電話」が 68.1％となっている。 

◇ 「勉強に必要な道具・参考書」は、小学生、中学生、高校生のいずれも同様に、80％

以上と高い割合がみられる。 

◇ 「勉強に必要な道具・参考書」以外で割合が高いのは、小学生の場合は「自転車」、

中学生、高校生の場合は「スマートフォン、携帯電話」である。  

 

 

自分専用の持ち物について 【問 11】 

個室（アパート・下宿を
含みます）

テレビ

タブレット、パソコン

音楽プレーヤー

ゲーム機

スマートフォン、
携帯電話

スポーツ用品
（グローブ、ボールなど）

自転車

勉強に必要な道具・
参考書

この中にあてはまる
ものはない

わからない

無回答

40.0

5.2

36.5

13.7

44.1

68.1

51.0

76.7

83.7

0.4

0.5

5.3

30.8

4.8

34.8

6.6

46.6

49.3

55.2

82.1

81.0

0.5

0.7

4.1

41.8

4.7

31.5

14.4

43.8

73.4

48.2

72.8

81.9

0.5

0.3

6.9

53.7

7.9

50.8

24.6

43.5

92.1

47.7

75.1

90.7

0.0

0.3

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=1,516) 小学生(N=442) 中学生(N=591) 高校生(N=354)

1



 

 
■学校の授業以外で、タブレット、パソコンやスマートフォン、携帯電話などでインタ

ーネットを１日どのくらい使いますか。（１つ） 

◇ 全体では、「2時間～2 時間 59 分」が 19.4％で最も多く、次いで「1時間～1時間 59

分」が 19.3％、「3時間～3時間 59 分」が 16.9％となっている。 

◇ 高校生になるにつれて、2 時間未満の割合は低くなっているが、2 時間以上の割合は

高くなっている。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

7.5

13.3

3.4

0.3

11.3

17.6

8.1

3.1

19.3

22.4

22.0

13.6

19.4

15.6

22.2

22.6

16.9

11.3

19.5

23.4

8.9

7.0

9.5

12.1

13.9

8.8

13.4

24.0

2.4

3.8

1.7

0.8

0.5

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0分～29分 30分～59分 1時間～1時間59分 2時間～2時間59分 3時間～3時間59分

4時間～4時間59分 5時間以上 使わない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットの使用時間について 【問 12】 
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■あなたの家庭の「経済的な生活レベル」について、あなたはどう思いますか。（１つ） 

◇ 全体では、「まあまあ豊かだ」が 41.1％で最も多く、次いで「かなり豊かだ」が 25.5％

であり、66.6％は豊かだと回答している。 

◇ 小学生の場合、豊かだと感じている割合は 72.4％であるが、高校生になるにつれて

その割合が低下し 61.8％となる。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

25.5

33.0

21.8

20.3

41.1

39.4

42.1

41.5

24.7

22.9

26.1

27.1

5.1

2.5

5.6

7.9

1.1

1.4

2.0

2.4

2.3

3.0

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

かなり豊かだ まあまあ豊かだ どちらとも言えない やや苦しい かなり苦しい 無回答

 
 

 

■いま通っている学校での生活は楽しいですか。（各１つ） 

◇ 全体において、「楽しい」と回答している項目は、「友だちとの関係」が 69.9％と最

も高く、次いで「部活動・クラブ活動」が 56.1％、「学校生活全体」が 47.9％である。 

◇ 全体において、「楽しくない」と回答している項目は、「学校の授業」が 5.6％と最も

高く、次いで「部活動・クラブ活動」が 4.9％である。 

◇ 長期間学校を休んでいる子どもの割合は全体で 1.5％である。 

 

【学校に通っているか】 

経済的な生活レベルについて 【問 14】 

通っている学校について 【問 21】 

N=

ア．学校の授業 1,480

イ．部活動・クラブ活動 1,480

ウ．友だちとの関係 1,480

エ．先生との関係 1,480

オ．学校生活全体 1,480

39.8

56.1

69.9

40.3

47.9

41.7

27.1

24.3

41.1

37.3

11.8

5.8

2.7

12.3

6.5

5.6

4.9

1.8
4.7

3.5

1.1

6.1

1.4

1.6

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

楽しい まあ楽しい あまり楽しくない 楽しくない 無回答

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

97.6

97.7

97.1

98.3

1.5

0.9
2.5

0.8

0.2

0.6

0.7

1.4

0.3

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ア～オ．学校に通っている カ．学校を長期間休んでいる キ．学校に通っていない（中学卒業後、働いているなど） 無回答
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■悩みや困ったことがあるときに相談する人はだれですか。（複数回答） 

◇ 全体では、「お母さん」が 70.3％で最も多く、次いで「友だち」が 59.1％、「お父さ

ん」が 38.5％、「担任の先生」が 26.9％、「きょうだい」が 18.7％となっている。 

◇ 「お父さん」「お母さん」に相談する割合は、ともに小学生が最も高い。 

お父さん

お母さん

きょうだい

おじいさん・おばあさん

学校の先輩

友だち

担任の先生

担任以外の学校の先生

学校のカウンセラーや

ソーシャルワーカー

部活動・クラブ活動の

先生やコーチ

習い事や塾の先生

電話相談

インターネットや

ソーシャルネットワーク

サービスでの相談

そのほか

わからない

誰にも相談しない

無回答

38.5

70.3

18.7

12.0

6.6

59.1

26.9

10.2

11.1

5.0

7.1

1.3

2.6

1.9

4.2

8.0

0.9

43.0

74.7

19.7

15.6

2.5

55.0

35.1

7.9

15.2

3.2

6.1

2.3

1.6

2.0

4.5

7.9

0.7

38.6

65.8

18.8

11.5

5.9

61.4

23.9

12.4

10.0

5.6

9.1

0.8

3.0

2.4

5.2

8.6

0.5

29.9

68.6

20.1

7.6

13.3

64.7

18.4

10.2

4.0

7.1

6.2

1.1

3.4

1.1

2.8

9.9

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全体(N=1,516) 小学生(N=442) 中学生(N=591) 高校生(N=354)

 

 

 

悩みの相談相手について 【問 27】 
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■ 自分のことが好きですか。（１つ） 

◇ 全体では、「どちらかといえば好き」が 46.2％、「好き」が 29.4％となっている。 

◇ 高校生になるにつれて「どちらかといえば嫌い」「嫌い」の割合が高くなる。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

29.4

35.1

26.2

24.6

46.2

45.7

47.4

46.0

16.4

12.7

18.3

20.6

7.0

6.1

7.8

8.2

1.0

0.5

0.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

好き どちらかと言えば好き どちらかと言えば嫌い 嫌い 無回答

 

 

 

 

■今の生活に満足していますか。（１つ） 

◇ 全体では、「満足している」が 49.7％、「どちらかと言えば満足している」が 34.0％

である。 

◇ 高校生になるにつれて、「満足している」の割合が低くなる。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

49.7

58.4

47.0

39.0

34.0

30.1

36.0

39.3

8.8

5.2

9.1

14.1

6.2

5.7

6.8

6.8

1.3

0.7

1.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足している どちらかと言えば満足している どちらかと言えば満足していない 満足していない 無回答

 

 

 

自分のことが好きかについて 【問 32】 

今の生活の満足感について 【問 34】 
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■あなたが 40 歳くらいになったとき、次のような状態になっていると思いますか。 

（複数回答） 

◇ 全体では、「幸せになっている」が 61.9％で最も多く、次いで「一生懸命に仕事をし

ている」が 55.9％、「親を大切にしている」が 47.4％、「子どもを育てている」が 45.6％

となっている。 

◇ 「一生懸命に仕事をしている」の割合は、学校種別でほとんど差はなく、いずれも

55％前後となっている。 

幸せになっている

親を大切にしている

子どもを育てている

自由にのんびり

暮らしている

一生懸命に仕事を
している

多くの人の役に
立っている

お金持ちになっている

有名になっている

世界で活躍している

あてはまるものはない

無回答

61.9

47.4

45.6

40.0

55.9

30.6

17.3

12.9

9.6

6.4

1.1

67.9

52.0

51.4

41.4

56.3

33.7

19.2

18.6

12.9

5.0

0.7

63.5

46.4

41.5

44.3

54.0

29.9

16.2

11.3

8.1

6.1

0.5

52.3

42.1

42.9

36.4

55.4

27.1

16.1

6.8

7.3

10.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全体(N=1,516) 小学生(N=442) 中学生(N=591) 高校生(N=354)

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 歳になったときの状態について 【問 43】 
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■なごや子どもの権利条例を知っていますか。（１つ） 

◇ 「知らない」が 64.7％と全体の 6割以上を占める。 

◇  小学生の「内容を知っている」割合が 4.3％で、高校生になるにつれて高くなる。 

N=

全体 1,516

小学生 442

中学生 591

高校生 354

5.3

4.3

6.1

6.5

28.9

30.8

29.4

28.2

64.7

64.5

64.1

64.7

1.1

0.5

0.3

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容を知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なごや子どもの権利条例を知っているかについて 【問 45】 

7



 

Ⅱ 若者調査 

 

■現在、あなたは親から経済的に独立していますか。（１つ） 

◇ 全体では、「現在独立している」が 77.7％と最も多く、次いで「独立していない」が

20.1％となっている。 

N=

全体 1,951

20歳以下 158

21～25歳 325

26～30歳 528

31～35歳 603

36歳以上 327

77.7

8.2

58.2

87.1

89.7

94.2

1.8

1.8

1.9
2.2

1.5

20.1

91.1

39.7

10.4

8.0

4.3

0.4

0.6

0.3

0.6

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在独立している 独立していた時期があった（現在は独立していない） 独立していない 無回答

 
 

 

■経済的に独立するために、あなたが必要だと思う支援は何ですか。（複数回答） 

◇ 「仕事に役立つ技能・資格を身につけるための支援」が 36.2％と最も多く、次いで

「資格取得のための経済的支援」が 30.6％となっている。 

就職先を紹介する支援

仕事に役立つ技能・資格を身に

つけるための支援

就職ができるまで指導、

アドバイスする支援

簡易な仕事などの就労体験の

場の提供

カウンセリングなどの相談支援

就労支援をしている機関の
情報提供

進学のための給付型奨学金

資格取得のための経済的支援

その他

特に必要ない

わからない

無回答

31.3

36.2

27.3

17.5

18.5

18.9

25.2

30.6

9.3

14.3

9.3

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

(N=428)  

 

あなたの経済状況について 【問 2】 

経済的に独立するのに必要な支援について 【問 4】 
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■将来、結婚（再婚）したいですか。（１つ） 

◇ 全体では、「結婚（再婚）したい」が 50.5％と最も多い。 

 

 

 

■結婚について不安に感じていることはありますか。（複数回答） 

◇ 「適当な相手にめぐり会わない」が 41.9％と最も多く、次いで「自分の時間を失い

たくない」が 41.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚願望の有無について 【問 15】 

結婚に対する不安について 【問 16】 

N=

全体 895

20歳以下 74

21～25歳 107

26～30歳 93

31～35歳 64

36歳以上 34

20歳以下 75

21～25歳 160

26～30歳 131

31～35歳 95

36歳以上 42

15.9

12.2

12.1

20.4

23.4

11.8

12.0

7.5

16.8

22.1

28.6

33.3

37.8

29.9

24.7

25.0

47.1

29.3

31.9

30.5

45.3

38.1

50.5

45.9

57.9

54.8

51.6

41.2

58.7

60.6

52.7

32.6

33.3

0.3

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚（再婚）したいとは思わない どちらともいえない 結婚（再婚）したい 無回答

男
性

女
性

まだ若すぎる

姓を変えるのに抵抗がある

自分の時間を失いたくない

雇用が安定していない

異性とうまく付き合えない・恋愛がめんどう

適当な相手にめぐり会わない

結婚後の新居となる適当な住宅が見つからない

結婚資金が足りない

結婚後の生活資金が足りないと思う

仕事（学業）との両立が難しい

親戚づきあいや結婚後の夫婦関係など結婚後

の生活に（経済的なもの以外で）不安がある

その他

不安はない

無回答

16.1

7.9

41.0

15.4

35.3

41.9

4.4

28.6

37.4

17.9

27.2

5.6

7.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

(N=895)
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■将来、子どもが欲しいですか。すでにお子さんがいる方も、もっと子どもが欲しい、

という方は「子どもが欲しい」を選んでください。（１つ） 

◇ 全体では、「子どもが欲しい」が 49.5％と最も多い。 

N=

全体 1,951

20歳以下 74

21～25歳 121

26～30歳 178

31～35歳 219

36歳以上 121

20歳以下 78

21～25歳 202

26～30歳 348

31～35歳 381

36歳以上 204

20.3

17.6

16.5

13.5

22.4

31.4

20.5

13.9

11.8

26.0

29.4

26.8

37.8

26.4

21.9

26.9

34.7

26.9

24.3

21.8

26.0

33.8

49.5

44.6

57.0

63.5

47.9

29.8

51.3

60.4

61.8

44.1

28.9

3.4

1.1

2.7

4.1

1.3

1.5

4.6

3.9

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもが欲しいとは思わない どちらともいえない 子どもが欲しい 無回答

男
性

女
性

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが欲しいかについて 【問 18】 
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■子どもが欲しいとは思わない理由またはどちらともいえない理由は何ですか。 

（複数回答） 

◇ 「経済的に不安がある」が 55.2％と最も多く、次いで「仕事と子育ての両立に不安

がある」が 37.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが欲しいと思わない理由について 【問 19】 

近所に子育てを手伝ってくれる人がいない

家族の理解・協力が得られない

仕事を優先したい

現在の生活スタイルを変えたくない

子どもがのびのび育つ環境ではない

子どもが苦手

子どもがいる生活が想像できない

経済的に不安がある

家が狭い

仕事と子育ての両立に不安がある

保育所に入ることができるかどうか不安が
ある

健康に不安がある

年齢が高い

すでに希望する人数の子どもがいる

その他

無回答

11.1

3.0

9.7

28.7

16.3

14.9

26.5

55.2

12.6

37.4

10.3

9.1

13.6

24.7

9.8

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(N=920)
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■少子化対策として、あなたが特に必要だと思う支援は何ですか。（５つまで回答） 

◇ 「子育て世帯への手当・補助金の拡充」が 56.6％と最も多く、次いで「賃金の増加

や正規雇用など安定して働くための支援」が 47.8％となっている。 

賃金の増加や正規雇用など安定して

働くための支援

新居への引っ越しや結婚式の費用など、結婚

するときの経済的負担の軽減

妊娠・出産にかかる手当・補助金の拡充

不妊治療への経済的負担の軽減

子育て世帯への手当・補助金の拡充

幼稚園や保育所にかかる費用の負担軽減

小学校・中学校・高校の教育費の負担軽減

大学・専門学校等の高等教育費の負担軽減

残業時間の縮減やテレワーク勤務など、

時間的・場所的に柔軟な働き方の推進

育児休業など、仕事と子育ての両立支援制度

の取得促進

出産・育児休業からの復帰支援

男女でともに子育てに取り組むための、性別に

よらない家事・子育てへの主体的な参加促進

若者同士の交流機会やコミュニケーションスキ

ル講座など、出会い・交流の支援

不妊治療に取り組みやすい、社会や職場の

理解の促進

子育て世帯の公営住宅の優先入居や

リフォーム費用の補助など、住宅の支援

夜間保育、休日保育、一時保育など、多様な

保育サービスの拡充

トワイライトスクール・ルームや学童保育など、

小学生が放課後に安心・安全に過ごせる

場所の充実

その他

特に必要ない

無回答

47.8

11.8

47.6

20.0

56.6

30.7

34.1

32.9

24.7

23.7

12.7

15.9

5.0

6.0

5.3

16.0

14.9

5.2

1.6

7.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(N=1,951)  

 

 

 

 

 

 

 

少子化対策として必要な支援について 【問 20】 
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■５年後の自分をどのようにイメージしていますか。（複数回答） 

◇ 「子どもを育てている」が 50.5％と最も多く、次いで「一生懸命、仕事をしている」

が 50.2％、「幸せな状態である」が 46.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あなたにとって、居場所（ほっとできる場所、居心地のよい場所）はありますか。 

（１つ） 

◇ 全体では、「ある」が 93.9％、「ない」が 4.9％となっている。 

N=

1,951 93.9 4.9 1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ある ない 無回答

 

 

 

幸せな状態である

親を大切にしている

子どもを育てている

自由にのんびり暮らしている

一生懸命、仕事をしている

多くの人の役に立っている

今より経済的に豊かになっている

今より社会的地位が高くなっている

世界で活躍している

この中にあてはまるものはない

無回答

46.1

32.0

50.5

20.9

50.2

13.0

30.7

11.9

2.9

9.8

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

(N=1,951)

５年後の自分のイメージについて【問 48】 

居場所について 【問 52】 
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Ⅲ 子育て家庭調査 

 

■子育てについて、あなたのお住まいの地域にあてはまるものを選んでください。 

（複数回答） 

◇ 全体では、「同じくらいの年齢の子どもを育てている友だちがいる」が 60.6％と最も

多く、次いで「年齢の違う子が一緒になって遊ぶことができると感じる」が 32.3％、

「子育てについて気軽に相談できる人がいる」が 27.1％となっている。 

◇ 「同じくらいの年齢の子どもを育てている友だちがいる」では、就学後の親の割合が

いずれも 7割以上である。 

同じくらいの年齢の子どもを

育てている友だちがいる

年齢の違う子が一緒になって

遊ぶことができると感じる

子育てについて気軽に

相談できる人がいる

困った時に気軽に子どもを

預かってくれる知人がいる

子どもが参加できる行事が

たくさん行われている

地域の人が子育てを温かく

見守ってくれていると感じる

その他

  無回答

60.6

32.3

27.1

12.4

17.0

26.7

6.7

10.4

42.4

22.0

25.0

6.8

14.6

28.5

9.2

14.2

55.6

33.3

24.7

10.1

14.7

27.8

7.3

12.3

73.9

44.0

32.3

17.7

23.1

26.7

4.5

5.5

76.5

27.4

27.8

16.7

15.6

26.2

4.7

7.5

70.7

22.4

27.0

14.5

15.3

19.8

5.3

10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全 体（N＝6,613） 3歳未満の親（N＝1,462） 3歳以上の親（N＝1,989）

小学生の親（N＝1,651） 中学生の親（N＝665） 高校生の親（N＝393）

 
 

 

 

 

 

 

 

地域の子育ての状況について 【問６】 
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■あなたは、｢なごや子どもの権利条例｣を知っていますか。（１つ） 

◇ 全体では、「条例があることを知らない」が 52.6％と最も多く、次いで「条例がある

ことは知っているが、内容はあまり知らない」が 27.4％、「条例があることは知って

いるが、内容はまったく知らない」が 16.5％、「内容についてもよく知っている」が

3.2％である。 

◇ 子どもが就学前の親の過半数は、条例があることを認知していない。 

 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

3.2

2.7

4.2

3.1

2.1

2.0

27.4

20.9

25.7

31.6

32.3

31.0

16.5

16.4

15.8

17.2

17.6

19.6

52.6

59.9

54.2

47.8

47.2

47.3

0.3

0.1

0.3

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内容についてもよく知っている 条例があることは知っているが、内容はあまり知らない

条例があることは知っているが、内容はまったく知らない 条例があることを知らない

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なごや子どもの権利条例について 【就学前 問8・就学後 問9】 
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■名古屋市の子ども・子育て支援への取り組みについてあてはまるものを選んでくださ

い。 

 

（１）期待の有無 

◇ 子どもが就学前・就学後の親がともに「期待する」の割合が最も高いのは、「医療費

助成や子育てにかかる各種サービスの費用の軽減など、経済的な支援の充実」である。 

◇ 子どもが就学前の親が「期待しない」の割合が最も高いのは、「労働時間の短縮、育

児休業や介護休暇制度など家庭生活と両立する職場環境の整備」である。子どもが就

学後の親は「男女でともに子育てに参加することについての意識啓発」である。 

 

 

＜就学前＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市の子育て支援の取り組みについて【就学前 問10・就学後 問11】 

N=

ア．労働時間の短縮、育児休業や介護
休暇制度など家庭生活と両立する職場
環境の整備

3,596

イ．多様な保育サービスの充実や、放課
後児童に対する施策の充実

3,596

ウ．安心して出産や子育てができる医療
サービスの充実

3,596

エ．授乳やおむつ替えの場所など、子ど
もとともに外出がしやすいまちの整備

3,596

オ．子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

3,596

カ．住宅や遊び場・公園の整備など、子
育てしやすいまちづくり

3,596

キ．すべての子どもの可能性を引き出
し、未来をつくる力を生み出す学びの実
現

3,596

ク．遊び・スポーツ・文化活動など、豊か
な人間性をつくる学校外活動の充実

3,596

ケ．医療費助成や子育てにかかる各種
サービスの費用の軽減など、経済的な支
援の充実

3,596

コ．男女でともに子育てに参加することに
ついての意識啓発

3,596

サ．一人ひとりが大切にされ、安全に活
動でき、安心して育つ場、学ぶ場の環境
整備

3,596

シ．各種子ども・子育て支援施策の周
知・広報

3,596

74.6

82.4

83.8

85.1

65.5

87.9

77.3

75.0

89.1

68.0

84.1

70.0

15.2

12.2

12.2

11.5

27.9

8.5

17.1

19.8

6.3

22.4

12.4

25.3

9.5

4.6

3.1

2.6

5.7

3.0

4.9

4.4

4.0

8.6

2.9

4.2

0.6

0.7

0.8

0.9

0.8

0.6

0.7

0.8

0.6

0.9

0.6

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待する どちらでもない 期待しない 無回答
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＜就学後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=

ア．労働時間の短縮、育児休業や介護
休暇制度など家庭生活と両立する職場
環境の整備

3,017

イ．多様な保育サービスの充実や、放課
後児童に対する施策の充実

3,017

ウ．安心して出産や子育てができる医療
サービスの充実

3,017

エ．子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

3,017

オ．住宅や遊び場・公園の整備など、子
育てしやすいまちづくり

3,017

カ．すべての子どもの可能性を引き出
し、未来をつくる力を生み出す学びの実
現

3,017

キ．遊び・スポーツ・文化活動など、豊か
な人間性をつくる学校外活動の充実

3,017

ク．医療費助成や子育てにかかる各種
サービスの費用の軽減など、経済的な支
援の充実

3,017

ケ．男女でともに子育てに参加すること
についての意識啓発

3,017

コ．一人ひとりが大切にされ、安全に活
動でき、安心して育つ場、学ぶ場の環境
整備

3,017

サ．各種子ども・子育て支援施策の周
知・広報

3,017

64.9

67.1

76.8

58.7

78.6

74.3

72.3

86.6

58.2

78.6

62.1

23.5

25.2

17.6

32.9

15.2

18.0

21.0

9.1

30.1

16.3

32.2

10.6

6.7

4.4

7.4

5.1

6.7

5.8

3.3

10.7

4.1

4.9

1.0

1.0

1.1

1.1

1.1

0.9

0.9

1.0

0.9

0.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待する どちらでもない 期待しない 無回答
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（２）現状の満足度 

◇ 子どもが就学前・就学後の親がともに「満足する」の割合が最も高いのは、「安心し

て出産や子育てができる医療サービスの充実」である。 

◇ 子どもが就学前・就学後の親がともに「満足しない」の割合が最も高いのは、「労働

時間の短縮、育児休業や介護休暇制度など家庭生活と両立する職場環境の整備」であ

る。 

 

＜就学前＞ 

N=

ア．労働時間の短縮、育児休業や介護
休暇制度など家庭生活と両立する職場
環境の整備

3,596

イ．多様な保育サービスの充実や、放課
後児童に対する施策の充実

3,596

ウ．安心して出産や子育てができる医療
サービスの充実

3,596

エ．授乳やおむつ替えの場所など、子ど
もとともに外出がしやすいまちの整備

3,596

オ．子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

3,596

カ．住宅や遊び場・公園の整備など、子
育てしやすいまちづくり

3,596

キ．すべての子どもの可能性を引き出
し、未来をつくる力を生み出す学びの実
現

3,596

ク．遊び・スポーツ・文化活動など、豊か
な人間性をつくる学校外活動の充実

3,596

ケ．医療費助成や子育てにかかる各種
サービスの費用の軽減など、経済的な支
援の充実

3,596

コ．男女でともに子育てに参加することに
ついての意識啓発

3,596

サ．一人ひとりが大切にされ、安全に活
動でき、安心して育つ場、学ぶ場の環境
整備

3,596

シ．各種子ども・子育て支援施策の周
知・広報

3,596

10.7

12.3

37.4

27.7

20.9

25.2

5.2

6.3

31.2

8.6

12.1

12.8

42.2

51.0

42.5

42.6

60.0

40.2

64.1

68.4

30.5

50.9

65.6

61.3

46.3

35.8

19.4

29.0

18.0

33.9

29.8

24.5

37.5

39.5

21.6

25.3

0.8

0.9

0.8

0.7

1.1

0.8

0.9

0.8

0.8

0.9

0.7

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足する どちらでもない 満足しない 無回答
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＜就学後＞ 

N=

ア．労働時間の短縮、育児休業や介護
休暇制度など家庭生活と両立する職場
環境の整備

3,017

イ．多様な保育サービスの充実や、放課
後児童に対する施策の充実

3,017

ウ．安心して出産や子育てができる医療
サービスの充実

3,017

エ．子育てについて相談できる機関や
サービスの充実

3,017

オ．住宅や遊び場・公園の整備など、子
育てしやすいまちづくり

3,017

カ．すべての子どもの可能性を引き出
し、未来をつくる力を生み出す学びの実
現

3,017

キ．遊び・スポーツ・文化活動など、豊か
な人間性をつくる学校外活動の充実

3,017

ク．医療費助成や子育てにかかる各種
サービスの費用の軽減など、経済的な支
援の充実

3,017

ケ．男女でともに子育てに参加すること
についての意識啓発

3,017

コ．一人ひとりが大切にされ、安全に活
動でき、安心して育つ場、学ぶ場の環境
整備

3,017

サ．各種子ども・子育て支援施策の周
知・広報

3,017

10.0

20.6

37.9

17.6

24.6

6.0

11.2

36.3

7.4

12.6

11.5

51.1

50.2

46.7

65.3

45.3

56.6

55.2

34.4

55.6

62.9

66.3

38.0

28.2

14.3

15.8

29.1

36.2

32.6

28.4

36.1

23.6

21.4

0.9

1.0

1.1

1.4

1.0

1.1

1.0

0.9

1.0

0.9

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足する どちらでもない 満足しない 無回答
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■父親の就労状況について、あてはまるものを選んでください。（１つ） 

■母親の就労状況について、あてはまるものを選んでください。（１つ） 

◇ 父親の就労状況では、「就労している」が 93.7％である。 

◇ 母親の就労状況では、「就労している」が 65.0％である。 

 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

93.7

95.6

95.8

93.5

91.1

86.5

0.5

1.5

0.6

0.1

0.2

0.8

0.3

0.8

0.9

1.5

1.3

0.1

0.1

0.1

0.3

4.8

2.4

2.9

5.4

6.9

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就労している 就労しているが育休・介護休業中 以前は就労していたが現在は就労していない

これまで就労したことがない 無回答

 

 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

65.0

43.9

62.6

75.7

79.5

78.9

10.3

29.9

9.4

2.0

0.2

0.3

22.8

25.5

26.5

20.5

17.6

16.8

1.3

0.6

1.3

1.3

1.8

2.0

0.7

0.1

0.3

0.5

0.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就労している 就労しているが育休・介護休業中 以前は就労していたが現在は就労していない

これまで就労したことがない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両親の就労状況について 【就学前 問11・問18】【就学後 問12・問19】 

＜父親＞ 

＜母親＞ 
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■母親は、出産前後（それぞれ１年以内）に仕事をやめたり、転職をしましたか。（１つ） 

◇  全体では、「転職をせず継続的に働いた」が 44.1％と最も多く、次いで、「仕事をや

めた」が 28.5％、「就職したことがない、または、出産 1年前にすでに働いていなか

った」が 19.5％となっている。 

◇ 「3 歳未満の親」では、「転職をせず継続的に働いた」の割合が最も高く、61.6％と

なっている。 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

19.5

13.9

16.8

22.0

25.0

32.1

44.1

61.6

49.4

36.2

26.8

20.1

5.7

4.6

6.7

6.5

4.5

3.8

28.5

17.9

25.4

32.7

42.1

41.7

2.3

2.0

1.7

2.5

1.7

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就職したことがない、または、出産１年前にすでに働いていなかった 転職をせず継続的に働いた

転職をして継続的に働いた 仕事をやめた

無回答

 
 

 

 

■あて名のお子さんについて、母親または父親が育児休業を取得しましたか。（１つ） 

◇ 全体では、「母親が取得した」が 49.0％と最も高く、次いで「育児休業を利用しなか

った」が 34.4％、「母親と父親の両方が取得した」が 8.9％となっている。 

◇ 「育児休業を利用しなかった」割合は、「3 歳以上の親」は「3 歳未満の親」よりも

10 ポイント以上高くなった。 

母親が取得した

父親が取得した

母親と父親の両方が取得した

育児休業を利用しなかった

母親も父親も就労していなかった

無回答

49.0

4.1

8.9

34.4

0.9

2.8

51.6

4.9

14.1

27.2

0.5

1.8

47.9

3.5

5.2

39.5

1.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全 体（N=3,596） 3歳未満の親（N=1,462） 3歳以上の親（N=1,989）

 

育児休業の取得について 【就学前 問 27】 

出産にともなう母親の退職や転職について 【就学前 問25・就学後 問26】 
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■現在、家事・子育てをどのように分担していますか。父親と母親の分担の割合を、 

全体で１００％になるように数字で記入してください。 

◇ 全体では、父親は「20～40％未満」が 42.6％と最も多く、母親は「80～100％未満」

が 43.0％、祖父母等の援助は「0％」が 57.2％とそれぞれ最も多い。 

◇ 子どもの年代が高い親ほど、母親が 80％以上と回答した割合が高くなっている。 

 

（１） 父親の割合 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

8.3

4.7

6.6

8.7

12.5

20.9

32.8

31.6

32.8

32.6

37.0

33.3

42.6

48.8

44.4

41.9

35.5

30.3

12.9

12.6

13.5

13.0

10.8

11.7

1.2

0.9

1.1

1.5

1.4

1.0

0.4

0.3

0.2

0.5

1.1

0.8

0.1

0.1

0.1

0.3

0.5

1.7

1.2

1.4

1.7

1.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80～100％未満 100% 無回答

 

 

（２） 母親の割合 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

0.3

0.1

0.1

0.2

0.6

1.8

0.3

0.2

0.4

0.5

0.6

1.8

1.2

1.7

2.3

2.3

2.0

13.3

14.7

14.6

12.7

10.7

9.4

34.9

41.2

35.1

35.2

27.2

20.9

43.0

39.5

43.5

42.8

48.0

50.1

4.6

1.9
3.2

4.5

9.2

14.2

1.7

1.2

1.4

1.7

1.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80～100％未満 100% 無回答

 

 

（３）祖父母等の援助の割合 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

57.2

52.1

53.8

58.1

68.4

74.3

28.7

33.0

32.5

27.7

19.1

15.3

9.4

10.8

9.9

9.4

7.7

4.1

2.1

2.4

1.6

1.9

2.4
3.3

0.6

0.5

0.4

0.8

0.9

0.8

0.2

0.1

0.3

0.4

0.3

0.1

1.8

1.2

1.5

1.7

1.5

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 20％未満 20～40％未満 40～60％未満 60～80％未満 80～100％未満 100% 無回答

 

家事・子育ての分担について 【就学前 問 32・就学後 問 31】 
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■あなたの世帯の現在の暮らし向きについてあてはまるものを選んでください。（１つ） 

◇ 全体では、「普通」が 46.2％と最も多く、次いで「やや苦しい」が 22.1％、「ややゆ

とりがある」が 18.8％となっている。 

◇ 「苦しい」の割合は、「高校生の親」が 14.8％と最も高い。 

 

子育ての経済的負担について 【就学前 問 71・就学後 問 32】 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

3.2

3.3

3.0

3.2

3.2

4.6

18.8

17.1

18.1

20.6

20.9

17.3

46.2

48.6

49.1

45.2

44.2

38.2

22.1

22.3

21.8

21.6

22.0

24.9

9.0

8.3

7.6

9.1

9.3

14.8

0.7

0.5

0.4

0.2

0.5

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大変ゆとりがある ややゆとりがある 普通 やや苦しい 苦しい 無回答
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■少子化対策として、あなたが特に必要だと思う支援は何ですか。（５つまで） 

◇ 全体では、「子育て世帯への手当・補助金の拡充」の割合が 56.1％と最も高く、次い

で「賃金の増加や正規雇用など安定して働くための支援」が 53.2％、「大学・専門学

校等の高等教育費の負担軽減」が 49.3％となっている。 

◇ 「賃金の増加や正規雇用など安定して働くための支援」を見ると、いずれの年代の子

どもをもつ親も過半数を占めている。 

少子化対策として特に必要だと思う支援【就学前 問 83・就学後 問 47】 
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賃金の増加や正規雇用など

安定して働くための支援

新居への引っ越しや結婚式の費用など、

結婚するときの経済的負担の軽減

妊娠・出産にかかる手当・補助金の拡充

不妊治療への経済的負担の軽減

子育て世帯への手当・補助金の拡充

幼稚園や保育所にかかる費用の負担軽減

小学校・中学校・高校の教育費の負担軽減

大学・専門学校等の高等教育費の負担軽減

残業時間の縮減やテレワーク勤務など、

時間的・場所的に柔軟な働き方の推進

育児休業など、仕事と子育ての

両立支援制度の取得促進

出産・育児休業からの復帰支援

男女でともに子育てに取り組むための、

性別によらない家事・子育てへの

主体的な参加促進

若者同士の交流機会や

コミュニケーションスキル講座など、

出会い・交流の支援

不妊治療に取り組みやすい、

社会や職場の理解の促進

子育て世帯の公営住宅の優先入居や

リフォーム費用の補助など、住宅の支援

夜間保育、休日保育、一時保育など、

多様な保育サービスの拡充

トワイライトスクール・ルームや

学童保育など、小学生が放課後に

安心・安全に過ごせる場所の充実

その他

特に必要ない

  無回答

53.2

4.9

31.1

21.7

56.1

26.6

41.4

49.3

25.9

17.9

10.0

20.0

4.2

9.6

6.6

16.1

31.9

7.4

0.3

2.7

50.2

8.0

45.3

24.2

65.9

40.2

33.7

40.8

27.4

20.2

9.8

18.1

3.5

10.2

5.7

16.4

27.2

6.8

0.1

2.4

50.7

4.6

33.8

21.7

59.4

27.7

36.9

42.5

28.4

19.3

10.9

20.7

3.2

10.3

7.1

15.1

35.7

6.7

0.4

3.2

56.2

3.8

23.0

22.0

52.5

19.3

48.3

54.2

27.3

17.0

9.7

22.0

4.4

9.4

7.3

16.6

35.0

8.2

0.3

1.9

56.8

4.2

20.5

18.6

44.8

19.2

50.8

63.9

21.2

15.3

9.6

17.4

6.6

7.7

6.5

17.9

27.5

8.3

0.6

1.4

59.5

3.1

23.7

19.6

43.0

20.1

46.3

68.7

16.5

13.5

7.1

21.1

6.9

8.7

6.6

18.8

25.7

8.1

0.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全 体（N＝6,613） 3歳未満の親（N＝1,462） 3歳以上の親（N＝1,989） 小学生の親（N＝1,651）

中学生の親（N＝665） 高校生の親（N＝393）
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■あなたには何人のお子さんがいますか。また、理想としては、子どもは何人いるのが

望ましいと考えていますか。（各１つ） 

◇ 全体では、実際の子どもの人数は、「2 人」が 50.7％、次いで「1 人」が 26.4％とな

っており、理想とする子どもの人数は、「2 人」が 44.9％、次いで「3 人」が 40.0％

となっている。 

◇ いずれの年代の子どもをもつ親も、実際の子どもの人数を 3人以上と回答した割合よ

り、理想とする子どもの人数を 3人以上と回答した割合の方が高い。 

 

（１）お子さんの人数 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

26.4

50.1

25.2

15.9

15.8

17.0

50.7

37.0

53.8

57.4

50.5

54.5

18.2

9.7

16.8

22.0

26.6

24.2

3.4

2.1
3.0

4.2

5.6

3.6

1.4

1.2

1.2

0.5

1.5

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

 

 

（２）理想とする人数 

N=

全体 6,613

3歳未満の親 1,462

3歳以上の親 1,989

小学生の親 1,651

中学生の親 665

高校生の親 393

2.9

3.3

2.1
2.8

5.3

4.6

44.9

49.9

45.2

43.6

40.9

39.9

40.0

36.5

41.1

41.1

40.6

41.5

7.2

6.4

7.2

8.0

8.0

6.6

5.0

3.9

4.4

4.5

5.3

7.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの人数について 【就学前 問 84・就学後 問 48】 
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■お子さんの人数が理想とする人数より少ない理由は何ですか。（３つまで） 

◇ 全体では、「経済的に余裕がないから」が 52.0％と最も多く、次いで「子育ての身体

的・精神的な負担が大きいから」が 35.5％、「仕事と子育ての両立が難しいから」が

31.0％となっている。 

◇ 「3歳未満の親」では、「今後、出産の予定がある（出産を希望している）」が 40.1％

と高くなっている。 
 

住宅が狭いから

経済的に余裕がないから

仕事と子育ての両立が難し
いから

子育ての身体的・精神的な
負担が大きいから

自分自身の生活を楽しみた
いから

子どもをとりまく環境に不安
があるから

保育所など子育てを手伝っ
てくれる事業が十分に整備さ

れていないから

自分または配偶者の健康上
の理由から

自分または配偶者の年齢上
の理由から

妊娠しなかった

今後、出産の予定がある（出
産を希望している）

その他

  無回答

14.0

52.0

31.0

35.5

6.3

5.2

5.6

6.8

20.3

10.1

18.6

8.6

1.6

14.0

47.2

28.9

30.8

4.1

5.4

7.4

4.8

11.0

4.3

40.1

6.5

1.8

14.6

51.8

34.0

39.9

8.1

4.9

5.5

7.1

20.1

9.0

16.5

8.3

1.1

13.3

56.9

33.5

37.7

7.2

5.1

4.6

8.0

28.7

13.7

4.2

8.9

1.4

13.2

51.3

22.2

29.9

6.8

5.6

3.8

9.0

31.2

20.9

0.4

13.7

1.7

11.7

60.7

23.9

30.7

3.7

5.5

3.1

9.2

22.1

22.1

0.6

10.4

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 体（N＝3,389） 3歳未満の親（N＝1,000） 3歳以上の親（N＝1,072）

小学生の親（N＝722） 中学生の親（N＝234） 高校生の親（N＝163）

 

お子さんの人数が理想とする人数より少ない理由について【就学前 問 85・就学後 問 49】 
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